



























Consideration of outcomes and practice of ‘The different workplace consultation seminar
 by students and graduates’








質問を投げかけるという双方向の取り組みである．1・2 回目を踏まえ，3 回目（2012 年 7 月 18 日）では，
①卒業生が活躍する地元の考慮，②卒業生の経験年数・力量の重視，③参加者を 1 年生から 2 年生へ，④実
施方法を分科会方式からリレー方式へ，⑤在学生の理解度を考慮したプレゼンテーションという点を工夫し，
2 年生 50 人を対象に卒業生 4 人が介護老人保健施設→サービス付き高齢者向け住宅→訪問介護→施設ケアマ
ネジャーの順に経験談等を話した．
　その結果，「満足した」が 50 人中 39 人（78.0％），「やや満足した」が 50 人中 11 人（22.0％）という評
価を得た．自由記述からは計 146 文が抽出され，そのうち，セミナーへの要望に関する内容が 6 文（4.1％）























































































































働く 6 人の卒業生が，2 回目は 2010 年 12 月 13 日
に 1 年生 57 人を対象に介護老人保健施設，認知症
グループホーム，通所介護，訪問介護，居宅介護支
援事業所で働く 5人の卒業生が母校を訪れた．職場












　表 1 に，1・2 回目の職場別相談セミナーの概要












は「非常に満足」が 54 人中 26 人（48.1％），「ある
程度満足」が 54 人中 24 人（44.4％）であった．2
回目は「非常に満足」が 55 人中 21 人（38.2％），「あ
る程度満足」が 55 人中 30 人（54.5％）となった．








　その一方で，1 回目は 54 人中 4 人（7.4％）が，


















表 1 1・2 回目の「職場別相談セミナー」の概要 
  1 回目 2 回目 
実施日 2009 年 10 月 13 日 2010 年 12 月 13 日 
参加した在学生 介護福祉学科 1 年生 58 人 介護福祉学科 1 年生 57 人 







   護介問訪
セミナーの方式 職場別にわかれての分科会方式 
表 2 3 回目の「職場別相談セミナー」の概要 
  3 回目  
実施日 2012 年 7 月 18 日  
参加した在学生 介護福祉学科 2 年生 50 人  






セミナーの方式 全体の場でのリレー方式  
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Ⅴ．1・2 回目の反省を活かした 3 回目の職場別相
　　談セミナー
１．3回目の概要
　表 2 に，3 回目の職場別相談セミナーの概要を示
す．2012 年 7 月 18 日，3回目の職場別相談セミナー












































































表 1 1・2 回目の「職場別相談セミナー」の概要 
  1 回目 2 回目 
実施日 2009 年 10 月 13 日 2010 年 12 月 13 日 
参加した在学生 介護福祉学科 1 年生 58 人 介護福祉学科 1 年生 57 人 







   護介問訪
セミナーの方式 職場別にわかれての分科会方式 
表 2 3 回目の「職場別相談セミナー」の概要 
  3 回目  
実施日 2012 年 7 月 18 日  
参加した在学生 介護福祉学科 2 年生 50 人  
































































　ところが，2012 年 6 月 28 日に 2 年生に対して
「どの職場・仕事内容について関心がありますか」
（複数回答）について事前アンケートで尋ねたとこ
ろ，1 位が「介護老人保健施設」（59 人中 30 人，
50.8％），2位が「認知症グループホーム」（59 人中




























































































　2012 年 7 月 18 日，3 回目の職場別相談セミナー
終了後，参加した 2年生 50 人を対象に事後アンケー
トを実施した．なお，倫理的配慮として，事後アン
ケートの目的を説明し，これに同意を得られる人か



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4）日本経済団体連合会：新卒採用（2012 年 4 月
入社対象）に関するアンケート調査結果の概要．
2012.7.30.
5）少子化と男女共同参画に関する専門調査会：両
立支援・仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）推進が企業等に与える影響に関する
報告書概要．2006.12.
6）野寺康幸：図で見る介護労働の実態－平成 18 年
9 月実施の介護労働実態調査結果から．介護労
働安定センター，2007．
7）福田　明：新人介護福祉士が求める卒後教育・
研修の検討－卒後 5 ヵ月目の本学卒業生への
質問票調査から．介護福祉教育，15（2）：44，
2010．
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